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モ ル モッ トに よ る ツベ ル ク リン の力 価 試 験 に関 す る研 究

第12報 各種感作動物について

浅 見 望 ・三 浦 馨 ・細 井 正 春

国立予防衛生研究所結核部(部 長 柳沢 謙)

受 付 昭 和31年8月20日

I緒 書

第1報1)に おいて感作方法 によ る力価試験 の分離能 を

調べ,濃 度をOT1,000倍 か ら8,000倍 までの稀 釈液 を

用い た場合,反 応 の大 きさと濃 度 とは直線 関係を とるこ

とを述べ た。 この関係が どのよ うな感作動物 において も

成 り立つか否か を調べ るため,今 回は感作菌株 お よび感

作後の時期等 の異 な る動物 について,各 濃 度稀釈液 を用

い,前 回 と同一方法 によつて力価試験 を行 い,興 味あ る

成績 を得 たのでその大要 を報告 す る。

II実 験 方 法

1.使 用動物:人 型結 核菌青 山B株 またはBCG菌 の

死菌流動 パ ラフィン浮 游液6mgを 筋 肉内に接種 したの

ち,2ヵ 月および12ヵ 月経過 した もの を用い た。

2.ツ ベル ク リンの稀釈濃 度:ツ ベノレク リン(OT)

はすべ て人型結 核菌青 山B株 の ソー トン培地 に培養 した

原液 を500倍 か ら倍 数稀釈法 によつ て32,000倍 まで稀 釈

した ものを用 いた。稀釈液 は石炭酸加硼酸硼砂緩衝液 を

用い た。

a注 射方法:1実 験 に感作動物6匹 を用い,1匹 に

6試 料 を左右 腹側部 に0.1ccず つ皮 内注射 した。 なお,

部位差 を相殺す るた めラテ ン交絡法 によつて注射 した。

4.判 定方法:注 射後24時 間および48時 間におけ る硬

結の大 きさを3人 の判定者 によつて計測 した。

5.計 算法:3人 の計測値 の平均 績を用 い,前 報 の如

く推計学的検定法 を行つ た。

III実 験 成 績

1.感 作菌株 に よる反応の差異

人型結 核菌青 山B株 また はBCG菌 感作後約12ヵ 月経

過 した ものに,OT500倍 か ら16,000倍 まで の6稀 釈液

を注射 した場合の成績 は表1お よび図1a,bの 如 くで

あ る。なお,こ れ らの動物 は感作後少 な くとも5回 は ツ

ベル ク リン検定の ため皮 内反応が実施 された も の で あ

る。 まず,青 山B群 につ いてみ るに,24時 間では濃 度 と

反応 とが比 較的 よ く比例 してお り,そ の方向係数(b)

も-6.65で あつ た。 しか し,48時 間では反応 は直線 上に

乗つてい ないで,濃 度の濃 い ところとうす い ところでは

曲線 を成 してお る。す なわち,24時 間お よび48時 間 とも

表1青 山B株 またはBCG菌 感作後12ヵ 月におけ る各濃 度 ツベル ク リンに よる硬結の平均値 な らび に検 定
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図1感 染菌株による反応の差異(感 作後12月)
a)青 山B群

b)BCG群

図2感 作後の時期による反応の差異

a)2カ 月1β b)12ヵ 月 后

反応 と濃度 とが最 もよ く比例 して い る の は

1,000倍 か ら4,000倍 まで の間であ る。故 に,

この濃度 につい て計算 を行 うと,方 向係数 は

24時 間では 一8.84,48時 間で は 一13.35と な

り,先 きの場合 よ りも,そ の絶対値 は大 きく

なつてい る。故 に,こ れが分離能の値 も小 さ

くな り,分離能 は良 くなつ た。次 ぎに,BCG

群 についてみ るに,図 に示 した如 く,濃 度の

うすい ところと濃い ところでは 曲線 とな り,

あたか も不 正のS字 形 を成 してい る。故 に,

この うち直線 上に乗 る濃度,す なわ ち,1,000

倍 か ら4,000倍 までについて計算 を行つてみ

ると,そ の方向係数は24時 間では 一10.88,

48時 間では-10.73で あつて,先 きの青山B

群 の場合 よ りも方向係 数は大 き くな つ て い

る。 このよ うに,青 山B群 またはBCG群 に

お いて も死菌流動 パ ラフィン乳剤 として感作

し12ヵ 月経過 した ものにおいてはOT1,000

倍か ら4,000倍 の稀釈濃 度においては反応は

直線 を成す も,濃 度が これ よ りも濃 いかまた

は うす い場合 においては濃度 と反応 とは比 例

しなかつ た。

2.感 作後の時期 によ る差異

青 山B群 を感作 し て か ら2ヵ 月後 の もの

と,12ヵ 月後の もの とについ て,OT1,000

倍 か ら32,000倍 まで稀釈 した もの6種 類 を,

皮 内注射 した成績 は,表2お よび図2の 如 く

であ る。まず,2ヵ 月後の動物 につい て行 つ

た成績 をみ るに,図 に示 した如 く,反 応 は直

線 を成 してい るので,そ の方向係数 も大 き

表2青 山B株 感作後2ヵ 月および12ヵ 月におけ る各濃度 ツベル ク リンに よる硬結の平均値 な らび に検 定
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く,24時 間では 一9.05,48時 間で は-8.46で あつた。ま

た,分 離能 も良 く,24時 間お よび48時 間 ともに0.13で

あつた。 しか るに,12ヵ 月後の動物 についてみ るに,図

に示 した如 く,反 応は直線 上 に乗つ てい ない。 また,そ

の方向係数 も小 さ く,24時 間で は一4.21,48時 間では-

3.68で あつた。故 に,こ れが分離能 も悪 く,24時 間では

0.21,48時 間では0.257で あつ た。 さらに,こ れ ら両 群

についてOT1,000倍 か ら4,000倍 まで の稀釈液 につい

て計算 してみ るに,方 向係数 を先 きの広範 囲の場合 と比

較 す るに,2カ 月後の動物で はや や小 きく,12ヵ 月後 の

ものでは逆 にやや大 きくなつ た。 このよ うに,感 作後2

ヵ月の動物 は12ヵ 月の動物 に比 し,濃 度差 によ る分離能

は良かつた。

IV考 案

われわれ2)が さきに青 山B株 死菌流動 パ ラフィン群 お

よびBCG生 菌群 等 を用い,感 作後2～3ヵ 月の動物約

100匹 について,OT2,000倍 液 を標準 として,500倍 か

ら5,000倍 までの各種稀釈液 を皮 内注射 し,24時 間およ

び48時 間後 におけ るRatioを 求 めた ところ,1,330倍 か

ら4,000倍 までは反応 と濃 度 とが よ く比例 したが,そ れ

よ りも濃 い ものお よび うすい もの におい ては,こ の関係

が比例 しな くな ることを記 した。今回 は少数動物 につい

て行 つた成績 であ るが,ほ ぼ先 きの報告 と同一 な結果が

得 られた。また,使 用 ツベル ク リンが人型菌青 山B株 よ

り作 られた ものを用いた場合,感 作菌株が青 山B株 で あ

ろ うと,ま た,BCG菌 で あろ うと反応の上 には著 しい

差 異は認 め られなかつた。ただ,感 作後の時期 につい て

み るに,感 作後2ヵ 月頃の もので は反応 と濃度 とが よ く

比例す るが,感 作後12ヵ 月頃の ものでは その関係が悪 く

なつていた。 これは,動 物 におけ る感作後のア レル ギー

の消長 に起 因す るか,ま た,動 物が成長 して皮膚の反応

性が鈍 くなつたためか,さ らにまた,ツ ベル ク リンの頻

回注射 によ るかは明かでない。 目下,こ の点に関 し検討

中で あ るか ら次報 には成績が 出 ると思 う。いずれに して

も,今 回までの成績 では感作後2～3ヵ 月頃において,

反応 と濃度 とが最 もよ く比例す ることを知つた。

V結 言

人型結核菌青 山B株 とBCG菌 との流 動パ ラフィン感

作動物 に対 し,OT500倍 か ら倍数 稀釈法 によつて32,000

倍 までの各稀釈液 を6匹 のモルモ ッ トに ラテ ン交絡 法 に

よつ て皮 内注射 し,反 応 の大 きさと濃 度 との関係 を検討

し,次 の如 き結果が得 られた。

1.青 山B株 またはBCG菌 感作後約12ヵ 月経過 した

もの において,両 感作群 の間 に反応性 の差異 は認 め られ

なかつ た。

a青 山B株 感作後2ヵ 月の もの と12ヵ 月の もの とで

は,前 者は後者 に比 し反応 と濃度 とが よ く比 例 し,ま

た,そ の分離能 もよい こ とがわかつ た。

稿を終るに当り御指導御校閲を賜りました柳沢部長に

深謝します。
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